














































































































































始時は実験側で平均30± 2 度、対照側では31± 2 度
で差は見られなかったが、 1 週後には実験側で47±
 6 度に対し対照側では31± 2 度であり、実験終了時
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ラット膝関節拘縮モデルを簡便に作成する新たな試みと関節構成体の変化
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